
〈
お
〉

伊
那
谷
に
現
存
す
る

一
番
古
い

水
力
発
電
所
で
、
一
九

一
三

(大

正
二
)
年
に
完
成
。
長
野
電
灯
が

建
設
し
、
一
五
年
に
伊
那
電
気
軌

道
へ
譲
渡
さ
れ
た
。
伊
那
電
気
鉄

道
に
電
力
事
供
給
す
る
な
ど
、
上

伊
那
地
域
の
発
展
に
大
き
く
貢

献
。
現
在
は
中
部
電
力
が
管
理
し

て
い
る
。

建
設
当
時
は
、
小
黒
川
上
流
約

二
キ
ロ
の
取
水
口
か
ら
発
電
所
の
真

上
に
見
え
る
水
槽
ま
で
、
木
の
樋

で
水
を
引
い
た
。
導
水
路
の
延
長

は
千
三
百
五
十
八
M
、
落
差
は
二

地
域
発
展
に
大
き
く
貢
献

〈伊那市伊那〉小黒発電所

伊
那
谷
で
思
も
古
い
小
黒
発
電
所
H
伊
那
市
伊
那
で

百
二
十
六
M
で
、
二
百
五
十
習
を

発
電
し
て
い
た
。
現
在
の
発
電
量

は
、
機
械
を
取
り
換
え
て
千
百
官

に
な
っ
た
。

長
野
電
灯
よ
り
先
に
、
「
伊
那

電
灯
会
社
」
が
発
電
所
を
造
る
計

画
が
あ
っ
た
が
、
長
野
電
灯
へ
の

権
利
譲
渡
と
い
う
形
で
協
議
は
決

着
。
し
か
し

=

草
夏
、
赤
穂
村

(現
・
駒
ケ
根
市
〉
で
、
村
営
の

水
力
発
電
か
長
野
電
灯
か
ら
の
電

力
供
給
か
を
め
ぐ
る
住
民
の
対
立

が
暴
動
に
発
展
。

「
赤
穂
事
件
」

と
呼
ば
れ
、
当
時
の
村
長
ら
が
罪

に
関
わ
れ
た
。

百
年
後
の
現
在
、
各
地
で
住
民

団
体
が
小
水
力
発
電
を
目
指
し
て

活
動
。
原
子
力
発
電
の
是
非
が
論

議
さ
れ
る
中
、
電
力
会
社
に
頼
ら

な
い
取
り
組
み
が
広
が
っ
て
い

る
。

(
札
木
良
)
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